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採水・保管方法
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橋の上からの採水
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q環境水試料の代表的な採取部位は、河川では流心部/河川断
面で最大流速の部分0の表面水、湖沼では湖心部の表面水で
ある('。

q採取部位の水を用いて予め容器壁面を1～-回程度洗浄し/共
洗い0、次に保存容器になるべく満水になるまで試料水を入れ
て密栓する。

q採水量は、環境水の放射性セシウム濃度、
濃縮手法や測定機器の検出下限値に応じ
て観測者が決定する必要があり、放射性セ
シウム濃度が2322,～23,45678である場合
は通常数十～百数十リットルが必要である。

q一連の基本的な操作は環境省ホームページ0'

自動採水器等の間欠採取装置の操作手順は
9:#4;422<=)'等を参考にされたい。



水試料の保管採水・保管方法
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q水試料はポリエチレン/>?0、ポリプロピレン/>>0などの汎用プ
ラスチック製容器に保管するのが望ましい('。ガラス容器は壁
面へのセシウムイオン吸着の影響がありえるため0'注意が必
要である。

q環境水中の懸濁態7溶存態の放射性セシウム濃度を測定する
ためには、採水後速やかにろ過処理を行うことが望ましい。

q試料水を実験室に持ち帰ってからろ過処理を行う場合は、懸
濁物質の微生物分解によるセシウム溶出を防ぐため、できる
だけ冷暗所で保管する。

qただし、冷蔵時に現地と水温が異なることにより固液間のセシ
ウム濃度分配が変化しうるため、ろ過処理は試料を採水時の
水温に戻してから行うことが望ましい)'。



出水時の処理

平水時 出水時

$"

採
水
・
保
管
方

法

q出水時の河川水は平水時に比べて懸濁物質濃度が高いため、ろ
過処理中にフィルターの目詰まりが起こりやすい。したがって溶存
態放射性セシウム濃度測定のため数十!の試料水を処理するに
は、予め遠心分離等で粗大粒子を沈殿させてからろ過を行うか、フ
ィルターを数個用意し、ろ過処理中に適宜取り替えるなどの対応が
必要である。

q なお出水時の河川水中溶存態放射性セシウム濃度は、森林河川
では平水時に比べて上昇する!"ことがあるが、大規模な出水時の
森林河川や都市河川では平水時より低下する#"可能性がある。

出水時の対応




